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人　口	20,452 人 [718] (ー29 [ー16])
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　女	 10,174 人 [416] (ー13 [ー		6])
世帯数	 8,885 戸 [341] (+12 [ー		8])

まちの動き 4 月 1日現在（前月比）
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青空と緑と産業の町

5月号

〈今月の表紙〉
　風土伝承館 杉浦醫院で、源氏蛍の幼虫の放流式
が行われました。今年は、新型コロナウイルス感染
症の影響もあり、昭和町源氏ホタル愛護会の皆さん
と事務局だけでの放流式となりました。５月下旬に
は、成虫になったホタルが見られるそうです。



令和 2 年度の一般会計の歳入は、全体の約 6 ０％を町税（町
民税・固定資産税等）が占めており、昨年度に比べて 5.1％
の減収見込みとなっています。
本年度は、インフラ整備や ICT 教育環境整備などの大型事業
に加え、継続的に増加する社会保障費に対応するため、各種
交付金や補助金、地方債を活用しつつ、財政調整基金を繰入
れて財源を確保しています。

令和２年度の一般会計の歳出は、社会福祉施策に要する経常
経費である民生費が約 41％を占め、次いで人件費を含む総
務費、各学校の ICT 環境整備事業を含む教育費、町道 30 号
線道路新設工事を含む土木費が多くを占めています。

年 度
科 目

令和2年度 令和1年度 増減率
（％）予算額 構成比

（%） 予算額 構成比
（%）

民 生 費 31億2048万8千円 40.9 29億1759万9千円 39.2 7.0

総 務 費 10億6606万8千円 14.0 9億4920万9千円 12.8 12.3

教 育 費 10億598万1千円 13.2 12億6568万6千円 17.0 △ 20.5

土 木 費 8億6059万円 11.3 7億5210万1千円 10.1 14.4

衛 生 費 5億6002万9千円 7.3 5億6634万1千円 7.6 △ 1.1

公 債 費 5億2898万9千円 6.9 5億3117万4千円 7.1 △ 0.4

消 防 費 3億1365万9千円 4.1 2億9621万5千円 4.0 5.9

議 会 費 8714万9千円 1.1 8728万8千円 1.2 △ 0.2

農林水産業費 5151万6千円 0.7 4429万円 0.6 16.3

そ の 他 3353万1千円 0.4 3009万7千円 0.4 11.4

合　計 76億2800万円 100.0 74億4000万円 100.0 2.5

年 度
科 目

令和2年度 令和1年度 増減率
（％）予算額 構成比

（%） 予算額 構成比
（%）

町 税 46億543万8千円 60.4  48億5427万9千円 65.2 △5.1

町 民 税 18億6787万3千円 24.5 20億5861万円 27.7 △9.3

固定資産税 24億2217万7千円 31.8 24億6675万3千円 33.2 △1.8

そ の 他 3億1538万8千円 4.1 3億2891万6千円 4.4 △4.1

国 庫 支 出 金 10億6049万8千円 13.9 9億1467万8千円 12.3 15.9

県 支 出 金 6億6122万8千円 8.7 6億775万9千円 8.2 8.8

譲与税及び交付金 6億3340万1千円 8.3 4億9490万1千円 6.7 28.0

町 債 4180万円 0.5 2億6030万円  3.5 △83.9

分担金及び 負担金 1億1744万9千円 1.5 1億4168万円 1.9 △17.1

繰 入 金 3億4100万円 4.5 0円 0.0 ―

そ の 他 1億6718万6千円 2.2 1億6640万3千円 2.2 0.5

合　計 76億2800万円 100.0 74億4000万円 100.0 2.5

歳　出 歳　入
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（13.9%）

県支出金
6億6122万8千円
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（11.3%）

教育費
10億598万1千円

（13.2%）
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　町の予算は、一般会計と特別会
計から成り立っています。
　一般会計は、行政運営の基本的
な経費を計上し、町の予算の約 6
割を占めています。76億2800万円

一般会計予算

前年度比2.5％増

令和2年度

◆地方債	
　地方公共団体が資金調達のために負
担する債務であって、その返済が年度
を越えて行われるものをいいます。「町
の借金」のことです。	

◆基金	
　特定の目的のために、財産を維持し、
資金を積み立て、または定額の資金を
運用するために設けられる資金または
財産をいいます。「町の貯金（貯蓄）」
のことです。	

【財政調整基金】	
　年度間の財源の不均衡を調整するた
めの基金で、長期的視野に立った計画
的な財政運営を行うために、財源に余
裕のある年度に積立てを行い、財源不
足が生じる年度に活用するための基金
です。	
【特定目的基金】	
　特定の目的のために財産を維持し資
金を積み立てるために設置する基金で
す。学校建設事業に充当する校舎建設
基金、公共施設の設備事業等に充当す
る公共施設整備等事業基金、都市計画
街路建設基金などがあります。

用語解説

当初予算 が
決まりました

　３月に開かれた昭和町議会第
１回定例会において、令和2年度
の一般会計・特別会計の当初予
算が可決されました。
　令和2年度当初予算は、社会保
障の充実及び町道30号線新設・
ICT教育環境整備などのインフ
ラ整備等、住民の利便性向上の
施策を盛り込み、快適で住み心
地のよいまちづくりのための予
算編成としました。年々増加して

いる義務的経費の影響もあり、
令和2年度も厳しい財政状況で
はありますが、事業の成果や施
策の優先度を精査し、限られた
財源の効果的な活用に努め、財
政健全化を推進していきます。
　令和2年度の一般会計は76
億2800万円、特別会計は42億
4365万円となり、総額で118
億7165万円の予算規模となり
ます。
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 主な事業とお金の使い道 

特 別 会 計 令和2年度
当初予算額

令和1年度
当初予算額 増減率（％）

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 18億3592万3千円 18億1077万6千円 1.4

後期高齢者医療特別会計 1億8516万4千円 1億7661万円 4.8

介 護 保 険 特 別 会 計 9億9604万2千円 9億9071万6千円 0.5

介 護 サ ービ ス 特 別 会 計 2712万7千円 2512万7千円 8.0

下 水 道 事 業 特 別 会 計 11億9415万1千円 12億5693万9千円 △5.0

渇 水 対 策 事 業 特 別 会 計 524万5千円 612万円 △14.3

合 計 42億4365万2千円 42億6628万8千円 △0.5

会 計 区 分 令和2年度
当初予算額

令和1年度
当初予算額 増減率（％）

一 般 会 計 76億2800万円 74億4000万円 2.5

特 別 会 計 42億4365万2千円 42億6628万8千円 △0.5

合 計 118億7165万2千円 117億  628万8千円  1.4

特別会計予算

 42億
 4365万円

当初予算総額

 118億
  7165万円

－前年度比
　　0.5％増－

－前年度比			
　　1.4％増－

特別会計は、一般の歳入歳出予算と区別して
整理する必要がある場合や、特定の事業を行
う場合に設置される会計です。昭和町では、
国民健康保険や下水道など６つの特別会計が
あり、それぞれの予算額は、次のとおりです。

令和2年度当初予算は、前年度比1億 6,536
万円（1.4％）増の118 億 7,165 万円です。
一般会計は、前年度比1億8,800万円（2.5％）
増、特別会計は前年度比 2 億 2636 万円
（0.5％）減となります。

　私たちのまわりで、どのようなことにどれくらいのお金が使われているのでしょうか。ここに主な
事業とお金の使い道を「昭和町第 6 次総合計画」の基本方針である 6 つのテーマごとに掲載しました。
　主な事業として、証明書コンビニ交付システム導入事業、令和 3 年度開通に向けた町道 30 号線道
路新設工事、GIGA スクール構想による ICT 環境整備事業があります。また、継続的に増加している
社会保障関連の経費として、障害者自立支援給付費と保育無償化に伴う保育所等給付費の増額計上を
行い、町民の利便性向上のための基盤整備と社会保障及び教育の充実に重点を置いた予算としました。

支えあう健やかな   
まちづくり

にぎわいと活力のある
まちづくり

健やかな暮らしを支える保健・
医療の充実	 	
○子育て支援医療費助成	 1億1500	万円
○養育医療費助成	 100	万円
○重度心身障害者等医療費助成	 5280	万円
○ひとり親家庭医療費助成	 1700	万円
○妊産婦・乳幼児健診委託	 2643	万円
○妊婦健康診査助成事業	 156	万円
○こんにちは赤ちゃん訪問事業	 12	万円
○総合健診・人間ドック・予防接種委託事業	9588	万円

次代を担う子育ての支援
○児童手当	 4億458	万円
○児童措置・児童支援事業補助	12億5134	万円
○児童館・児童センター運営費	 1746	万円
○次世代育成支援対策費	 263	万円

活力ある商工業の振興充実
○町商工会育成事業等補助	 1300	万円
○商工会一般事業推進費	 36	万円
○町煙草小売組合助成金	 80	万円
○地域産業人材育成指導事業	 50	万円
○商業活性化人材育成事業	 100	万円
○小規模事業者等事業資金利子補給	 780	万円
○小規模事業者持続的発展支援事業　20	0万円

いきいきとした福祉社会の形成
○高齢者給付金	 646	万円
○高齢者の自立支援事業費	 874	万円
○障害者地域生活支援事業	 1948	万円
○地域活動支援センター事業	 696	万円
○障害児者補装具給付	 350	万円
○自立支援給付費	 3億7921	万円
○社会福祉・地域福祉事業	 4419	万円
○後期高齢者医療給付費負担金	 1億2178	万円
○介護支援事業費	 1697	万円

安定した暮らしの確保
○保養施設助成事業	 350	万円
○ひとり親家庭福祉の充実	 1983	万円
○国民健康保険特別会計への繰出金	 1億947	万円
○後期高齢者医療特別会計への繰出金	 2805	万円
○介護保険特別会計への繰出金	 1億3514	万円
○介護サービス特別会計への繰出金	 2652	万円

持続する都市近郊型農業の展開
○農道等・用水路整備関係	 1091	万円
○農地中間管理機構借受農地整備事業	150	万円
○遊休農地等利用促進助成事業	 28	万円
○農業振興地域農地保全助成金	 432	万円
○ブランド米試作補助	 55	万円

可能性を高める雇用・起業の支援
○峡中広域シルバー人材センター負担金	 251	万円
○働く婦人の家運営費	 32	万円
○創業者支援利子補給	 20	万円

令和1年度
当初予算額

一般会計
74億4000万円

117億628万8千円
特別会計

42億6628万8千円

令和2年度
当初予算額

一般会計
76億2800万円

118億7165万円
特別会計

42億4365万2千円
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快適で住み心地のよい
まちづくり

豊かな心と文化を育む
まちづくり

参画と交流の
まちづくり

住民主役のまちづくりの推進
○無料法律相談	 26	万円
○議会広報・広報しょうわ作成	 1200	万円
○議会タブレット導入事業	 337	万円
○男女共同参画関係	 85	万円
○地域力活性化交付金	 2861	万円

ふれあいのある地域づくりの推進
○国際交流を進める会補助金	 14	万円
○「ふれあい祭り」等を主催するふるさとづくり	
　推進委員会補助金	 2000	万円
○各区公会堂建設費等補助金	 120	万円

計画的な土地利用と美しい街並み
づくり
○公園樹木管理委託	 3069	万円
○緑化を推進する生け垣作り補助	 75	万円
○土地区画整理事業費	 525	万円
○町道植樹・緑地帯等管理委託	 1720	万円
○花の植栽業務委託	 206	万円
○雑草処理委託	 260	万円

環境保全対策の充実
○一般家庭から出るごみや粗大ごみ等の収集
　処理委託関係	 7600	万円
○ごみ減量化商品購入補助	 43	万円
○ごみ収集袋・リサイクルカレンダー作成	 327	万円
○ごみ・し尿処理等中巨摩広域事務組合への
　負担金	 1億7634	万円
○太陽光発電システム設置費補助	 206	万円

生涯学習社会の創造
○文化協会運営補助	 176	万円
○公民館活動各種講座	 158	万円
○図書館図書資料等購入費	 801	万円

地域の文化とスポーツの振興
○ホタル愛護活動	 6	万円
○文化財保護費	 1354	万円
○町スポーツ協会補助金	 400	万円
○みんなのスポーツ推進協議会補助	 90	万円
○温水プール運営費	 7039	万円
○総合体育館運営費	 1598	万円

子どもたちへの教育の充実
○防犯対策事業	 19	万円

安心して暮らせる
まちづくり

安全な暮らしの確保
○交通安全対策工事関係	 450	万円
○各区防犯灯設置等補助金	 80	万円
○安全・安心のまちづくり関係経費	 6	万円
○常備消防（甲府地区広域行政事務組合）負担金	
	 2億5968	万円
○消防団員自動車運転資格取得費補助金	9	万円
○非常備消防経費	 1762	万円
○救急医療センター運営・小児救急医療推進事業
　費等負担金	 988	万円
○自動体外式除細動器（ＡＥＤ）借上	 87	万円

災害に強いまちづくりの推進
○河川の改良・改修関係	 1300	万円
○避難所防災備蓄	 1367	万円
○消火栓設置・維持管理	 350	万円
○自主防災会施設等整備費補助金	 190	万円
○防災士資格取得促進助成	 10	万円

○木造住宅耐震シェルター設置補助金	 42	万円
○木造住宅耐震化事業補助金	 325	万円
○アスベスト飛散防止対策事業補助金	400	万円
○木造住宅耐震改修設計事業補助金	 40	万円
○緊急輸送道路閉塞建築物耐震改修事業補助金	
	 544	万円
○ブロック塀等撤去改修改善補助金	 300	万円
○木造住宅耐震化ブロック塀等改修補助金	 	
	 150	万円

健全な社会環境の維持
○消費者行政活性化事業	 27	万円

自律的で活力ある行政の確立
○情報化推進費	 8623	万円
○各種職員研修負担金	 42	万円
○押原公園指定管理委託	 2165	万円
○証明書コンビニ交付事業費	 1670	万円

○環境保全推進対策事業	 35	万円
○地下水・河川の水質検査関係	 118	万円
○動物管理事業	 240	万円
○下水道事業特別会計への繰出金	 4億5413	万円

利便性の高い道路・交通体系の確立
○町道30号線道路新設工事	 1億1171	万円
○道路新設・補修関係	 5596	万円
○橋りょう維持・補修関係	 1001	万円
○赤字路線バス補助等	 350	万円

○小中学校町単補助教員雇用（臨時職員）	1806	万円
○小中学校補助教員雇用（特別支援）	4289	万円
○小中学校英語指導（外国人講師）	 1913	万円
○学校給食費助成金	 330	万円
○ICT環境整備事業	 3134	万円
○青少年海外派遣事業補助金	 396	万円
○青少年対策関係	 577	万円

※昭和・玉穂中央通り線道路新設事業　6500万円　
（令和元年度3月補正により予算確保し、事業着手中）　
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【
西
条
一
区
】

　

区

長　

野
沢　

敬
夫
＊

　

区
長
代
理　

中
澤　

正
志
＊

　
　

　
　

小
林　
　

敏
＊

　
　

　
　

深
川　

利
幸
＊

　

土
木
委
員　

雨
宮　

初
男
＊

　
環
境
保
健
委
員　

野
沢　

敏
樹
＊

【
西
条
二
区
】

　

区

長　

井
口　

芳
明

　

区
長
代
理　

井
口　

俊
弘

　
　

　
　

藤
森　

安
男

　

　

　

塩
澤　
　

寛

　

　

　

深
澤　

隆
紀

　

土
木
委
員　

深
沢　
　

誠

　
環
境
保
健
委
員　

三
橋　
　

博

【
清
水
新
居
】

　

区

長　

石
川　

清
隆
＊

　

区
長
代
理　

丸
山　

芳
巳
＊

　

　

　

前
田　
　

誠
＊

　

　

　

笹
本　

信
雄
＊

　

土
木
委
員　

笹
本　

信
彦
＊

　
環
境
保
健
委
員　

田
原　

伸
治
＊

【
西
条
新
田
】

　

区

長　

山
村　

正
之

　

区
長
代
理　

佐
野　
　

勉

　

　

　

森
澤　

和
仁

　

土
木
委
員　

池
川　

芳
明

　
環
境
保
健
委
員　

宮
澤　

史
晃

【
押
　
　
越
】

　

区

長　

石
原　

保
夫

　

区
長
代
理　

天
野　

静
忠

　

　

　

伊
藤　

順
二

　

　

　

有
賀　
　

隆

　

土
木
委
員　

渡
辺　

勇
二

　
環
境
保
健
委
員　

海
野　

英
和

【
河
東
中
島
】

　

区

長　

塚
田　

栄
雄

　

区
長
代
理　

志
村　

邦
彦

　

　

　

山
口　

善
彦

　

土
木
委
員　

鷹
野　
　

弘

　
環
境
保
健
委
員　

大
輪　

三
郎

【
紙
漉
阿
原
】

　

区

長　

泉　
　

敏
弘

　

区
長
代
理　

河
田　

幹
雄

　

　

　

野
澤　

幸
仁

　

　

　

深
沢　

政
幸

　

土
木
委
員　

角
田　

幸
勝

　
環
境
保
健
委
員　

吉
岡　

正
人

　

区
役
員
は
地
区
の
皆
さ
ん
の
互
選
や
推
薦

な
ど
で
選
出
さ
れ
、
区
の
行
事
や
自
主
防
災

組
織
の
運
営
、
区
か
ら
町
へ
の
要
望
な
ど
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

区
の
様
々
な
役
職
の
う
ち
、
町
か
ら
委
嘱

の
あ
る
４
役
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
と

行
政
と
を
つ
な
ぐ
区
役
員
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
町
内
12
地
区
の
新
役
員

【
築
地
新
居
】

　

区

長　

堀
井　

長
光
＊

　

区
長
代
理　

金
丸　

周
二
＊

　

　

　

田
中　

一
男
＊

　

土
木
委
員　

井
上　

智
幸
＊

　
環
境
保
健
委
員　

前
島　
　

充
＊

【
飯
　
　
喰
】

　

区

長　

堀
内　

治
彦
＊

　

区
長
代
理　

河
野　

俊
雄
＊

　

　

　

井
口　

敦
人
＊

　

土
木
委
員　

堀
内　

民
夫
＊

　
環
境
保
健
委
員　

磯
部　

孝
弘
＊

【
河
　
　
西
】

　

区

長　

秋
山　

正
巳

　

区
長
代
理　

秋
山　

一
也

　

　

　

高
橋　

豊
彦

　

　

　

薬
袋　

隆
司

　

　

　

五
味　
　

巧

　

土
木
委
員　

油
川　

竜
也

　
環
境
保
健
委
員　

石
原　

輝
彦

【
上  

河  

東
】

　

区

長　

中
澤　

辰
秋

　

区
長
代
理　

塚
原　
　

誠

　

　

　

細
田　

浩
司

　

土
木
委
員　

塚
原　

将
文

　
環
境
保
健
委
員　

保
坂　

和
広

【
上
河
東
二
区
】

　

区

長　

河
西　

芳
彦

　

区
長
代
理　

小
林　

博
之

　

　

　

廣
瀬
は
る
み

　

土
木
委
員　

萩
原　

純
一

　
環
境
保
健
委
員　

保
坂　

良
宜

＊
印	

新
役
員
、

　
　
　
　
敬
称
略

　

４
月
１
日
か
ら
町
内
各
学
校
に

着
任
し
た
先
生
を
紹
介
し
ま
す
。

着
任
先
生
紹
介

昇　
　

任

配
置
換
え 町

職
員
の
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
で
役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
職
員
配
置
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

役
場
へ
の
相
談
、問
い
合
わ
せ
等
、お
気
軽
に
職
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

退
任
・
退
職

【
課
　
長
】

　

建
設
課

　
　

望
月　

幸
彦
（
下
水
道
課
）

【
係
　
長
】

　

福
祉
課　

障
害
福
祉
係

　
　

望
月　

明
子
（
町
民
窓
口
課
）

　
生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

　
　

深
澤　

英
仁
（
福
祉
課
）

【
課
　
長
】

　

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

　
　

篠
原　

正
浩
（
総
務
課
）

　

総
務
課

　
　

秋
山　
　

隆
（
企
画
財
政
課
）

　

企
画
財
政
課

　
　

永
井　

敏
男
（
建
設
課
）

　

町
民
窓
口
課

　
　

伊
藤　

直
樹
（
福
祉
課
）

　

収
納
課

　
　

秋
山
高
一
郎
（
環
境
経
済
課
）

　

環
境
経
済
課

　
　

五
味　
　

隆
（
学
校
教
育
課
）

　

福
祉
課

　
　

今
村　

圭
一
（
町
民
窓
口
課
）

　
　

議
会
事
務
局

　
　
　

小
宮
山　

毅
（
生
涯
学
習
課
）

　
　
生
涯
学
習
課

　
　
　

山
本　
　

靖
（
議
会
事
務
局
）

　
　

学
校
教
育
課

　
　
　

神
澤　

卓
見
（
収
納
課
）

　【
係
　
長
】

　
　

総
務
課　

政
策
秘
書
係

　
　
　

小
澤　

直
生
（
生
涯
学
習
課
）

　
　

収
納
課　

徴
収
係
兼
管
理
係

　
　
　

今
村　

敦
美
（
福
祉
課
）

　
　

都
市
整
備
課　

　
　
　

内
海　

博
之
（
環
境
経
済
課
）

　
　

環
境
経
済
課　

環
境
衛
生
係

　
　
　

今
村　

秀
紀
（
都
市
整
備
課
）

　
　

下
水
道
課　

工
務
係

　
　
　

河
田　

浩
和
（
収
納
課
）

　
　
生
涯
学
習
課　
町
立
温
水
プ
ー
ル

　
　
　

内
藤　

寛
文
（
総
務
課
）

　【
副
主
査
】

　
　

企
画
財
政
課

　
　
　

坂
田　

裕
基
（
福
祉
課
）

　
　

福
祉
課

　
　
　

笹
本　
　

愛
（
町
民
窓
口
課
）

【
主
　
任
】

　

町
民
窓
口
課

　
　

渡
辺　

晃
次
（
企
画
財
政
課
）

　

町
民
窓
口
課

　
　

佐
藤　

紗
世
（
学
校
教
育
課
）

　

税
務
課

　
　

蒔
田　

和
徳
（
い
き
い
き
健
康
課
）

　

都
市
整
備
課

　
　

加
賀
美
綾
乃
（
環
境
経
済
課
）

　

都
市
整
備
課

　
　

笹
本　

龍
介
（
建
設
課
）

　

い
き
い
き
健
康
課

　
　

丹
澤　

大
樹
（
企
画
財
政
課
）

【
主
　
事
】

　

企
画
財
政
課

　
　

海
野　

能
玄
（
い
き
い
き
健
康
課
）

　

建
設
課

　
　

有
賀　

紘
司
（
都
市
整
備
課
）

　

福
祉
課

　
　

石
黒　
　

圭
（
町
民
窓
口
課
）

　

学
校
教
育
課

　
　

輿
石　

尚
美
（
税
務
課
）

　　
　

米
倉　

武
志
（
税
務
課
）

【
一
般
行
政
職
　
主
事
補
】

　

い
き
い
き
健
康
課　

望
月　

準
平

　

税
務
課　
　
　
　
　

辻
野　
　

廉

　

町
民
窓
口
課　
　
　

佐
野　

達
希

【
保
健
師
】

　

い
き
い
き
健
康
課　

依
田　

亮
馬

山
梨
県
市
町
村

　
　
　
　

総
合
事
務
組
合
派
遣

公
園
住
宅
管
理
係
兼

区
画
整
理
係

よろしく
お願いします！

採

用

【
西
条
一
区
】

　

区

長　

曽
根　

孝
順

　

区
長
代
理　

山
口　

憲
彦

　
　

　
　

伊
藤　

公
俊

　
　

　
　

長
田　
　

茂

　

土
木
委
員　

望
月　
　

剛

　
環
境
保
健
委
員　

内
山　

春
次

【
押
原
小
学
校
】

　
校　
長　
守
木　
　
貴
（
常
永
小
）

　
教　
頭　
青
柳　
　
香
（
韮
崎
北
東
小
）

　
教　
諭　
石
岡
雄
二
郎
（
甘
利
小
）

　
　
　
　
　
古
屋　
聖
子
（
玉
穂
南
小
）

　
　
　
　
　
細
田　
早
紀
（
春
日
居
小
）

　
　
　
　
　
萩
原　
拓
也
（
奥
野
田
小
）

　
　
　
　
　
大
村　
公
紀
（
市
川
中
）

　
事
務
職
員　
望
月　
俊
晴
（
谷
村
第
一
小
）

【
常
永
小
学
校
】

　
校　
長　
深
澤　
秀
興
（
都
留
文
大
付
属
小
）

　
教　
頭　
根
津　
盛
吾
（
豊
富
小
）

　
主
幹
教
諭　
雨
宮　
宏
幸
（
西
条
小
）

　
教　
諭　
望
月　
正
子
（
西
条
小
）

　
　
　
　
　
石
原　
恵
子
（
三
村
小
）

　
　
　
　
　
柳
本　
　
良
（
千
塚
小
）

　
　
　
　
　
時
田　
里
枝
（
白
根
百
田
小
）

　
　
　
　
　
小
澤　
宏
成
（
御
坂
西
小
）

　
　
　
　
　
末
木　
貴
大
（
小
淵
沢
小
）

　
　
　
　
　
武
井　
有
衣
（
笛
川
小
）

　
　
　
　
　
桐
原　
和
貴
（
敷
島
中
）

　
　
　
　
　
名
取　
大
輝
（
新
採
用
）

　
栄
養
教
諭　
笹
本　
美
緒
（
谷
村
第
一
小
）

　
非
常
勤
講
師　
北
川　
元
子
（
西
条
小
）

　
非
常
勤
講
師　
都
築　
智
美
（
大
明
小
）

　
町
単
教
員　
田
中
早
智
子
（
押
原
小
）

　
町
単
教
員　
野
一　
　
廣
（
新
採
用
）

　
教
育
指
導
員　
内
藤
ふ
じ
子
（
西
条
小
）

　
Ａ
Ｌ
Ｔ　
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ベ
ン
ジ
ー

【
西
条
小
学
校
】

　
教　
頭　
小
林　
正
彦
（
白
州
小
）

　
教　
諭　
塩
原　
夕
子
（
玉
穂
南
小
）

　
　
　
　
　
田
中　
美
紀
（
大
国
小
）

　
　
　
　
　
水
下　
　
真
（
市
川
中
）

　
　
　
　
　
飯
塚　
絵
理
（
吉
田
小
）

　
　
　
　
　
鶴
田　
翔
平
（
石
和
西
小
）

　
　
　
　
　
成
田　
優
志
（
新
採
用
）

　
　
　
　
　
植
竹　
美
里
（
新
採
用
）

　
非
常
勤
講
師　
志
村
登
志
子
（
池
田
小
）

　
町
単
教
員　
小
澤　
陽
子
（
常
永
小
）

　
教
育
指
導
員　
雨
宮
か
よ
子
（
常
永
小
）

　
教
育
指
導
員　
杉
山　
明
美
（
明
野
小
）

　
養
教
補
助　
杉
田　
幸
子
（
押
原
中
）

　
Ａ
Ｌ
Ｔ　
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ケ
ー
リ

【
押
原
中
学
校
】

　
教　
頭　
池
田　
　
尚
（
山
中
湖
中
）

　
教　
諭　
稲
垣　
洋
子
（
甲
府
南
中
）

　
　
　
　
　
櫻
本　
直
弘
（
玉
穂
中
）

　
　
　
　
　
鳥
越　
俊
吉
（
富
竹
中
）

　
　
　
　
　
原
田　
智
子
（
田
富
中
）

　
　
　
　
　
斉
藤　
真
由
（
石
和
中
）

　
　
　
　
　
佐
野　
真
也
（
河
口
湖
南
中
）

　
　
　
　
　
中
澤
龍
志
郎
（
白
根
巨
摩
中
）

　
　
　
　
　
磯
野　
秀
仁
（
若
草
中
）

　
　
　
　
　
高
木　
雄
生
（
笛
川
中
）

　
　
　
　
　
内
田　
莉
奈
（
玉
穂
中
）

　
町
単
教
員　
杉
山　
友
規
（
新
採
用
）

　
養
教
補
助　
河
住　
奈
央
（
西
条
小
）

　
日
本
語
助
手　
石
原　
和
美
（
新
採
用
）

※
敬
称
略
・（
　
）
内
は
前
任
校
な
ど

　
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長　

深
川　

和
彦

（
３
月
31
日
付
）

（
係
長
職
以
上
で
配
置
換
え
の

	

あ
っ
た
者
の
み
掲
載
）
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４
月
１
日
（
水
）、
令
和
２
年
度

昭
和
町
消
防
団
入
退
団
式
が
昭
和
町

役
場
別
棟
会
議
室
で
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
感
染
症
へ
の
安
全
面
を

考
慮
し
、
規
模
を
縮
小
し
た
上
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
尽

力
さ
れ
た
退
団
者
の
方
々
に
記
念
品

が
贈
ら
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
消

防
団
の
担
い
手
と
な
っ
た
新
入
団
員

が
、
今
年
も
力
強
く
宣
誓
を
行
い
ま

し
た
。

　

地
域
防
災
の
要
と
し
て
、
昭
和
町

の
皆
さ
ん
の
た
め
に
活
躍
す
る
消
防

団
員
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
消
防
団
で
は
一
緒
に
活
動
す

る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
団
、

消
防
団
に
関
す
る
相
談
・
お
問
い
合

わ
せ
は
、
企
画
財
政
課
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課　
行
政
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

▶	

退
団
者
を
代
表
し
て
前
第
８
部	

部
長
の
千
野
智
国
さ
ん
が
挨
拶
し
、

11
年
に
わ
た
る
消
防
団
活
動
へ
の
熱

い
思
い
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

新

入

団

者

第
１
部　

角
野　

翔
一
（
西
条
一
区
）

第
４
部　

中
村　

亮
介
（
西
条
新
田
）

第
４
部　

塩
田　

一
輝
（
西
条
新
田
）

第
５
部　

有
賀　

紘
司
（
押

越
）

第
６
部　

望
月　

優
希
（
河
東
中
島
）

第
７
部　

米
倉　

武
志
（
紙
漉
阿
原
）

第
８
部　

跡
部　

浩
平
（
築
地
新
居
）

第
８
部　

田
中　
　

力
（
築
地
新
居
）

第
９
部　

小
澤　

慶
太
（
飯

喰
）

第
10
部　

今
村　
　

翔
（
河

西
）

第
10
部　

鶴
田　

佳
祐
（
河

西
）

第
11
部　

川
上　

哲
弘
（
上
河
東
）

第
12
部　

淺
沼　

智
史
（
上
河
東
二
区
）

所
属
順
、（　
）
内
は
地
区

退

団

者

元
第
12
部
部
長

　

牧
野　
　

聡
（
14
年
・
上
河
東
二
区
）

元
第
６
部
部
長

　

飯
田　

貴
司
（
13
年
・
河
東
中
島
）

元
第
10
部
部
長

　

中
島　

隆
之
（
13
年
・
河

西
）

前
第
５
部
部
長

　

石
原　

隆
司
（
11
年
・
押

越
）

元
第
７
部
部
長

　

油
川　
　

真
（
11
年
・
紙
漉
阿
原
）

前
第
８
部
部
長

　

千
野　

智
国
（
11
年
・
築
地
新
居
）

元
第
４
部
部
長

　

坂
田　

裕
基
（
10
年
・
西
条
新
田
）

前
第
９
部
部
長

　

笹
本　

弘
二
（
８
年
・
飯

喰
）

前
第
11
部
部
長

　

青
柳　
　

敦
（
８
年
・
上
河
東
）

前
第
４
部
部
長

　

小
林　

功
一
（
６
年
・
西
条
新
田
）

前
第
８
部
班
長

　

深
澤　

人
司
（
10
年
・
築
地
新
居
）

元
第
10
部
乙
要
員

　

川
村　
　

資
（
９
年
・
河

西
）

前
第
２
部
団
員

　

上
田　

恭
司
（
１
年
・
西
条
二
区
）

階
級
・
団
歴
順
、（　
）内
は
団
歴
及
び
地
区

　

永
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
率
先
垂

範
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
町

消
防
団
副
団
長
の
萩
原
勝
彦
氏（
河
西
）

が
「
消
防
庁
長
官
定
例
表
彰
」
の
「
永

年
勤
続
功
労
章
」
と
「
山
梨
県
知
事
表

彰
」の「
勲
功
章
」を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
」

に
お
い
て
、
昭
和
町
消
防
団
第
３
部 

団
員
の
岩
池
誠
氏
（
清
水
新
居
）
が
「
精

績
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
町
消
防
団
と
し
て
も
、
永
年
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、「
山
梨
県
消
防
協
会

定
例
表
彰
」
の
「
表
彰
旗
」
を
受
章
し

ま
し
た
。

昭
和
町
消
防
団
入
退
団
式

永
年
勤
続
功
労
章
・

勲
功
章
・
精せ

い
せ
き
し
ょ
う

績
章
・

表
彰
旗

　

金
婚
祝
金
制
度
は
、金
婚（
結
婚
50
年
）を
迎
え
る
ご
夫
婦
に
対
し
、お
二
人
の
長
寿
の 

お
祝
い
と
、長
年
に
わ
た
り
夫
婦
で
協
力
し
合
い
、社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
労
を
ね
ぎ
ら

う
こ
と
を
目
的
に
祝
金
等
を
贈
る
制
度
で
す
。制
度
の
利
用
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

お
二
人
の
金
婚
の
お
祝
い
に
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
福
祉
課　
長
寿
社
会
係（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
４
）

金
婚
祝
金
制
度
を

　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

対　
象　
者

昭
和
45
年
４
月
１
日
～
昭
和
46
年
３
月
31
日
の
間
に「
婚
姻
届
」を
提
出
し
た
夫
婦
で
、

次
の
要
件
を
満
た
す
方

◉「
金
婚
記
念
日
」以
前
か
ら
引
き
続
き
10
年
以
上
の
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と

◉
戸
籍
記
載
事
項
に
基
づ
き
結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦
で
あ
る
こ
と

※「
挙
式
日
」で
は
な
く
戸
籍
の「
婚・
・
・
姻
日
」が
基
準
と
な
り
ま
す

贈
呈
内
容　
祝
金（
３
万
円
）、記
念
写
真
撮
影
引
換
券

申
請
方
法　
戸
籍
謄
本
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
福
祉
課
窓
口
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い

申
請
期
限　
金
婚
記
念
日
１
カ
月
前

支
給
予
定　
［
前
期
］11
月（
4
月
～
9
月
に
結
婚
50
年
を
迎
え
る
夫
婦
）

　
　
　
　
　
［
後
期
］３
月（
10
月
～
3
月
に
結
婚
50
年
を
迎
え
る
夫
婦
）

　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、令和２年度の「高齢者
生きがいバス事業」と「障害者社会見学バス事業」の実施を中止する
こととなりました。
　皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

【 問い合わせ 】福祉課（☎２７５‐８７８４）

生きがいバス・社会見学バス
中止のお知らせ

　

押
原
中
学
校
に
て
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す

「
有
価
物
回
収
」に
つ
き
ま
し
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
へ
の
影
響
を
考
慮
し

ま
し
て
、中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
押
原
中
学
校（
☎
２
７
５
‐
２
０
４
０
）

中
学
校
有
価
物
回
収

　
中
止
の
お
知
ら
せ

結婚50年を
　 お祝い！

▶町長と語らいのとき
　			お問い合わせください

（総務課	☎275-8153）
▶消費生活無料相談（※）
　日時：5月8日（金）	

午前10時～正午
　場所：役場別棟2階	小会議室
（企画財政課	☎275-8154）

▶行政相談（※）
　日時：5月20日（水）	

午後1時～３時
　場所：中央公民館2階	会議室
（企画財政課	☎275-8154）

▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く
　日時：祝日を除く火・水・木の

午前9時～午後4時＊	
　場所：中央公民館2階	相談室
　（町青少年育成カウンセラー

	☎275-6951）
▶心配ごと相談
　日時：5月13日（水）
　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会で案内
　＊あらかじめご連絡ください
　（昭和町社会福祉協議会	

☎275-0640）
▶結婚相談
　			お問い合わせください　
　（昭和町結婚相談所	

☎275-1881）
▶障がい者相談支援センター
　　　　　		「	穂のか」出張相談（※）
　日時：5月8日（金）・22日（金）	

午前9時～正午
　場所：総合会館1階
　	 （福祉課	☎275-8784）
※印の相談は事前連絡不要です	
　直接会場にお越しください

▶ボカシつくり会
　日時：5月20日（水）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課	☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお気
付きのことをお寄せください
◦ホームページ
　https://www.town.showa.
　yamanashi.jp/chosei/koe.php
◦郵送
　〒409-3880	昭和町押越542-2　
　　昭和町役場	総務課		宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

※新型コロナウイルス感染症の影響を
考慮し、中止となる場合があります。

　必ず事前にお問い合わせください。
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